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特 集特 集
市議会だより150 号記念
夏休み家族市議会体験ツアー　P ２

倉敷市議会

夏休み家族市議会体験ツアー夏休み家族市議会体験ツアー
今号の表紙写真今号の表紙写真

市議会だより１５０号記念に開催した夏休み家族市議会体験市議会だより１５０号記念に開催した夏休み家族市議会体験
ツアーの一場面。正副議長室でみんな揃って記念撮影ツアーの一場面。正副議長室でみんな揃って記念撮影

新しくインスタグラムを開設し、議会活動新しくインスタグラムを開設し、議会活動
の積極的な発信に取り組んでいます。是非の積極的な発信に取り組んでいます。是非
フォローや「いいね！」をお願いします。フォローや「いいね！」をお願いします。

次号の表紙写真を募集します！！
　あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。市内のイベント、風景など、
倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。採用になった作品は、次号の表紙に掲載いたします。

● 募集期間

あなたのお気に入りの１枚をお送りください。

　（令和５年 12 月期募集）　令和５年 12 月 1 日（金）～ 令和６年１月２２日（月）
※詳しくは、市議会ホームページ（市議会だより表紙写真募集案内）をご覧ください。
　皆様からのご応募をお待ちしています。

【９月定例会の概要】【９月定例会の概要】
市政のココが聞きたい（議員質問）　Ｐ 3市政のココが聞きたい（議員質問）　Ｐ 3

議案等審議状況　Ｐ 7議案等審議状況　Ｐ 7
市議会からのお知らせ　Ｐ 8市議会からのお知らせ　Ｐ 8



夏休み家族市議会体験ツアー を開催しました
市議会だより150 号記念

　市議会への関心と理解を深めてもらい、市議会を身近に感じてもらうことを目的に、８月４日（金）、市内の小学５・６年生と
その家族を市議会に招き、議場の見学や、議長・副議長との対話などの体験イベントを行いました。
　当日は、抽選で当選した１２組のうち、１０組（１１人の小学５・６年生とその家族１４人）が参加されました。
　イベント終了後の参加者アンケートでは、参加前は「市議会に興味があった」と答えた人は68％でしたが、参加後は「興味が
増した」と答えた人が 96％になり、全員から「楽しかった」と回答を頂きました。
　今後も、あらゆる世代が市議会に親しんでいただけるよう取り組んでいきます。

①【市議会のしくみなどを勉強】 ②【施設見学（議長席）】 ③【施設見学（モニター室）】

④【施設見学（傍聴席、記者席）】

⑤【施設見学（正副議長応接室）】

⑥【議長・副議長へ質問】

⑥【議長・副議長へ質問】

2

参
加
し
た
み
ん
な
の
感
想

おやつを食べながら議長・副議長
と話ができてとても楽しかった。

議場に入れて議長席に座れたり、
モニター室や正副議長室に行けた
りしたのが楽しかった。

子ども目線からの質問が新鮮で
あり、的確な質問も多く感心した。

議
長
・
副
議
長
の
感
想

子どもたちと直接対話できる
貴重な機会となり良かった。



保
護
者
連
絡
シ
ス
テ
ム
導
入
の
利
点
は

　

小
・
中
学
校
の
保
護
者
連
絡
シ
ス

テ
ム
導
入
の
利
点
は
。
ま
た
、
導
入

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市市　
保
護
者
・
教
員
双
方
の
負
担

軽
減
と
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る　

　

保
護
者
が
欠
席
や
遅
刻
の
連
絡
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
行
え
て
、

保
護
者
・
教
員
双
方
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
学
校
か
ら
の
文
書

を
連
絡
シ
ス
テ
ム
で
各
家
庭
へ
配
信
、

保
護
者
が
確
実
に
情
報
を
受
け
取
り
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
閲
覧
で
き
る
の

で
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
。
年
内

に
連
絡
シ
ス
テ
ム
変
更
の
周
知
を
行

い
、
保
護
者
の
利
用
登
録
の
後
、
令

和
６
年
１
月
の
運
用
開
始
を
目
指
す
。
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誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
子
育
て
支
援
を

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
子
育

て
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給

食
費
の
支
援
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

で
給
食
が
食
べ
ら
れ
ず
弁
当
を
持
参

す
る
家
庭
に
は
届
か
な
い
。
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
お
米
券
な

ど
で
別
途
、
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
支
援
の
対
象
は
給
食
費
を
負
担

す
る
人
と
し
て
い
る

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
令

和
５
年
度
は
６
月
に
給
食
費
１
カ
月

相
当
分
を
支
援
し
、
今
後
２
回
目
も

予
定
し
て
い
る
。
対
象
は
給
食
費
を

負
担
す
る
人
で
、
喫
食
せ
ず
給
食
費

が
発
生
し
な
い
場
合
な
ど
は
、
支
援

対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。
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公
立
幼
稚
園
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
受
け
皿
に

　

国
が
掲
げ
る
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
が
始
ま
れ
ば
、
希
望
の
保
育
園

に
入
れ
な
い
家
庭
が
増
え
大
混
乱
に

な
る
。
公
立
幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

を
充
実
す
る
こ
と
で
魅
力
を
向
上
さ

せ
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
魅
力
を
発
信
す
る

　
未
就
園
児
へ
の
園
庭
開
放
な
ど
、
公

立
幼
稚
園
の
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
は
魅
力
発
信
の
機
会
に
も
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
小
学
校
と
の
交
流
活

動
は
円
滑
な
就
学
に
つ
な
が
る
。
今

後
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

幼
稚
園
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。
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市
立
図
書
館
の
直
営
で
の
運
営
継
続
を

求
め
る
申
し
入
れ
に
対
す
る
認
識
は

　

令
和
５
年
６
月
２
日
に
、
４
会
派

及
び
無
会
派
２
名
の
市
議
会
議
員
が

教
育
長
宛
て
に
、
倉
敷
市
立
図
書
館

の
直
営
で
の
運
営
継
続
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
民
間
活
力
導
入
を
視
野

に
図
書
館
運
営
の
在
り
方
を
検
討
す

る
と
い
う
達
成
目
標
の
撤
回
を
検
討

す
る
ぐ
ら
い
の
認
識
に
立
つ
べ
き
で
、

真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。
教
育
長
の
、

こ
の
申
し
入
れ
に
対
す
る
認
識
は
。

市市　
意
見
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る

　

申
し
入
れ
に
つ
い
て
は
、
４
会
派

お
よ
び
無
会
派
２
名
の
市
議
会
議
員

の
意
見
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
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自
然
史
博
物
館
の
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷

へ
の
移
転
整
備
後
の
在
り
方
は

　

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
に
移
転
す
る

自
然
史
博
物
館
は
全
て
の
利
用
者
が

楽
し
く
、
気
軽
に
学
べ
る
場
所
で
あ

る
べ
き
と
考
え
る
。
移
転
整
備
後
の

博
物
館
の
在
り
方
と
運
営
な
ど
は
。

市市　
市
民
に
開
か
れ
た
、
愛
さ
れ
る

博
物
館
を
目
指
す

　

市
民
に
開
か
れ
た
博
物
館
を
つ
く

る
な
ど
の
思
い
を
継
続
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
や
期
待
に
バ
ラ
ン
ス
よ

く
応
え
、
愛
さ
れ
る
博
物
館
を
目
指

す
。
地
域
の
自
然
・
風
土
を
中
心
に

展
示
し
、
そ
こ
か
ら
自
然
観
察
会
な

ど
の
野
外
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
け

る
よ
う
な
博
物
館
の
運
営
を
目
指
す
。
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３

学
校
・
教
育

自然史博物館エントランスホール
「倉敷の化石動物」

９月定例会
質　問

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

藤
原
　
薫
子

未
来
ク
ラ
ブ

山
畑
　
滝
男

公
明
党
倉
敷
市
議
団

中
西
　
善
之

新
風
く
ら
し
き

尾
﨑
　
勝
也

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い



訪
問
型
産
後
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
は

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
市
の
産
後
ケ

ア
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約

80
％
の
人
が
、
訪
問
型
が
あ
れ
ば
利

用
し
た
か
っ
た
と
答
え
た
。
ニ
ー
ズ

は
非
常
に
高
い
と
考
え
る
。
県
内
自

治
体
の
約
半
数
は
実
施
し
て
い
る
が
、

市
は
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市市　
事
業
全
体
で
総
合
的
に
検
討
す
る

　
訪
問
型
産
後
ケ
ア
は
、
母
子
の
心
身

の
ケ
ア
、
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

助
産
師
な
ど
が
訪
問
し
て
行
う
も
の
。

産
後
ケ
ア
施
設
へ
の
聞
き
取
り
、
乳

幼
児
の
保
護
者
に
対
す
る
調
査
結
果

な
ど
も
踏
ま
え
、

宿
泊
・
日
帰
り

の
産
後
ケ
ア
や
、

助
成
金
額
な
ど

と
併
せ
事
業
全

体
で
総
合
的
に

検
討
す
る
。
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修
学
期
間
に
即
し
た
高
等
職
業

訓
練
促
進
給
付
金
の
支
給
を

　
福
祉
医
療
系
専
門
学
校
に
修
学
す

る
ひ
と
り
親
へ
の
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
に
つ
い
て
、
市
は
資
格
の

最
短
取
得
期
間
で
あ
る
３
年
間
の
み

支
給
し
て
い
る
。
３
年
制
か
ら
４
年

制
に
移
行
す
る
学
校
も
あ
る
中
、
修

学
期
間
に
即
し
た
支
援
が
必
要
で
は
。

市市　
修
学
期
間
に
応
じ
た
給
付
金

の
支
給
を
検
討
す
る

　

こ
の
給
付
金
は
、
ひ
と
り
親
の
資

格
取
得
を
支
援
す
る
も
の
で
、
令
和

３
年
の
国
の
通
知
で
、
４
年
間
を
上

限
に
修
学
期
間
で
の
支
給
が
可
能
と

な
っ
た
。
今
後
、
修
学
期
間
に
応
じ
た

給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー

宣
言
の
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は

　

市
は
令
和
５
年
８
月
29
日
、
こ
ど

も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言

を
行
っ
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市市　
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
な

ど
、
子
育
て
を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

  

令
和
５
年
度
は
妊
婦
・
子
育
て
相

談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す
く
す
く
の
相
談

員
増
員
や
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

中
学
生
通
院
分
ま
で
の
拡
大
な
ど
も

行
っ
た
。
６
年
度
に
は
第
３
期
倉
敷

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
す
る
。
子
育
て
す
る
な
ら
倉

敷
で
と
い
わ
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
、
子
育
て
世
代
や
こ
れ
か
ら
子
育

て
す
る
人
を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

路
線
バ
ス
・
臨
鉄
無
料
デ
ー
の
効
果
は

　

生
活
に
必
要
な
移
動
を
保
障
す
る

交
通
政
策
で
は
公
共
交
通
は
重
要
な

柱
の
一
つ
で
あ
る
。
昨
年
度
の
路
線

バ
ス
・
臨
鉄
無
料
デ
ー
の
効
果
は
。

市市　
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た

　

令
和
４
年
度
は
４
回
実
施
し
、
イ

ベ
ン
ト
と
の
相
乗
効
果
も
あ
り
普
段

の
約
２
倍
か
ら
３
倍
の
利
用
が
あ
っ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
普
段
、
公

共
交
通
を
あ
ま
り
利
用
し
な
い
人
の

う
ち
約
７
割
が
今
後
利
用
し
た
い
と

回
答
し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
５
年
度
も
、

外
出
機
会
の
創
出
に
よ
る
域
内
の
経
済

活
動
の
活
性
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
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ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
で
、
復
興
し
た

真
備
地
区
を
見
て
ほ
し
い

　

令
和
６
年
３
月
の
瀬
戸
内
倉
敷

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
で
、
小
田
川
の
新
合

流
点
や
拡
幅
し
た
堤
防
、
ま
び
ふ
れ

あ
い
公
園
な
ど
、
復
興
し
た
真
備
地

区
を
多
く
の
人
に
見
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
地
元
特
産
品
な
ど
を
参
加
者
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
を
つ
く
っ
て
は
。

市市　
真
備
の
復
興
状
況
を
実
感
で

き
る
コ
ー
ス
を
設
定
す
る

　

復
興
に
関
わ
る
場
所
や
真
備
の
名

所
な
ど
を
巡
り
、
復
興
状
況
を
実
感

で
き
る
吉
備
真
備
コ
ー
ス
を
設
定
す

る
。
ま
た
、途
中
の
ま
き
び
公
園
で
は
、

真
備
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
地

元
特
産
品
な
ど
の
販
売
も
検
討
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

４

健
康
・
福
祉

く
ら
し
・
生
活

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

新
政
ク
ラ
ブ

塩
津
　
孝
明

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

自然や歴史を歩きながら楽しむ
瀬戸内倉敷ツーデーマーチ



イ
ノ
シ
シ
捕
獲
に
住
民
組
織
導
入
を

　

住
民
が
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
活
動
に

参
加
し
、
そ
の
一
部
を
手
伝
え
ば
、
わ

な
の
数
を
増
や
せ
て
自
衛
意
識
も
高

ま
る
。
捕
獲
活
動
に
参
加
す
る
住
民

組
織
を
制
度
化
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
ま
ず
は
鳥
獣
害
対
策
へ
の
意
欲

と
自
衛
意
識
の
気
運
の
醸
成
に
努
め
る

　

組
織
化
を
図
っ
た
も
の
の
駆
除
班

と
の
関
係
が
う
ま
く
行
か
ず
捕
獲
活

動
に
支
障
が
生
じ
た
例
も
あ
る
。
ま

ず
は
、
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に

よ
る
出
前
講
座
を
行
い
、
被
害
防
止

に
つ
な
が
る
環
境
整
備
な
ど
へ
の
地

域
住
民
の
理
解
を
深
め
、
地
域
で
の

鳥
獣
害
対
策
に
係
る
意
欲
と
自
衛
意

識
に
対
す
る
機
運
の
醸
成
に
努
め
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

新
中
央
斎
場
の
供
用
開
始
予
定
日
は

　

現
在
、
建
て
替
え
、
施
設
整
備
更

新
を
行
っ
て
い
る
新
中
央
斎
場
の
供

用
開
始
予
定
日
は
。
ま
た
、児
島
斎
場
、

真
備
斎
場
は
段
階
的
に
廃
止
す
る
と

聞
く
が
、
い
つ
ご
ろ
の
予
定
か
。

市市　
令
和
６
年
４
月
１
日
の
予
定

　

新
中
央
斎
場
は
、
現
施
設
を
稼
働

し
な
が
ら
同
一
敷
地
内
に
建
て
替
え

中
で
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
供
用

開
始
予
定
。
現
在
市
内
に
４
つ
あ
る

斎
場
は
、
中
央
と
玉
島
の
２
つ
に
集

約
化
す
る
。
児
島
と
真
備
の
斎
場
は
、

中
央
斎
場
の
施
設
整
備
に
活
用
し
た

事
業
債
の
要
件
で
、
令
和
10
年
度
末

ま
で
の
解
体
完
了
が
必
要
。
具
体
的

な
廃
止
時
期
は
今
後
検
討
す
る
。

省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
促
進
補

助
金
の
事
業
の
効
果
は

　

６
月
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
省

エ
ネ
家
電
買
い
替
え
促
進
補
助
金
事

業
は
、
市
民
の
関
心
も
高
く
、
早
々

に
予
算
額
に
到
達
し
募
集
を
停
止
し

た
。
こ
の
事
業
の
目
的
と
効
果
は
。

市市　
試
算
で
は
、
電
気
代
で
年
間

約
２
千
万
円
の
削
減
効
果
が
あ
る

　

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
の
負
担

軽
減
に
加
え
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
目
指
す
市
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
を
目
的
に
実
施
。
試
算

で
は
、
年
間
で
電
気
代
約
２
千
万
円
、

Ｃ
Ｏ
２
で
は
約
１
０
０
世
帯
の
年
間

排
出
量
に
相
当
す
る
約
２
７
０
ト
ン

の
削
減
効
果
が
得
ら
れ
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

目
標
件
数
は

　

市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
目
標
数
値
を
、
本
市
で
有
効
と
さ
れ

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
数

に
置
き
換
え
た
場
合
の
、
直
近
の
設
置

実
績
と
、
２
０
３
０
年
度
、
２
０
５
０

年
度
の
設
置
目
標
件
数
は
。

市市　
一
般
家
庭
の
約
８
割
が
設
置

す
る
社
会
を
目
指
す

　

太
陽
光
発
電
の
２
０
２
２
年
度

設
置
実
績
は
約
２
万
６
千
件
で
、

２
０
３
０
年
度
は
約
４
万
件
強
、

２
０
５
０
年
度
は
約
16
万
件
強
と
想

定
。
今
後
の
技
術
革
新
に
よ
り
、
一

般
家
庭
の
約
８
割
が
設
置
す
る
社
会

を
目
指
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

公
用
車
へ
の
Ｚ
Ｅ
Ｖ
導
入
の
計
画
は

　
公
用
車
へ
の
積
極
的
な
Ｚ
Ｅ
Ｖ
（
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ー
ク
ル
）
導
入

は
、
脱
炭
素
化
の
促
進
に
も
寄
与
す

る
。
現
在
の
公
用
車
の
台
数
と
、
そ

の
う
ち
の
Ｚ
Ｅ
Ｖ
の
台
数
は
。
ま
た
、

今
後
の
購
入
計
画
は
。

市市　
公
用
車
の
電
動
化
に
積
極
的

か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む

　

消
防
局
な
ど
を
除
く
公
用
車
約

４
７
０
台
の
う
ち
、
電
気
自
動
車
、
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
燃
料

電
池
自
動
車
は
計
31
台
。
国
は
令
和

12
年
度
ま
で
に
全
公
用
車
を
電
動
化

す
る
方
針
で
、
市
も
４
年
度
は
５
台

更
新
、
５
年
度
は
10
台
を
更
新
予
定
。

今
後
も
積
極
的
・
計
画
的
に
取
り
組
む
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

５５

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

時
尾
　
博
幸

脱炭素化促進に寄与する、公用車の電動化

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水
　
耕
二

新
風
く
ら
し
き

芦
田
　
泰
宏

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

環　
　
境



公
共
施
設
の
省
エ
ネ
基
準
引
き
上
げ
を

　

市
は
、
発
注
す
る
公
共
建
築
物

に
つ
い
て
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
50
％
以
下
に
削
減
す
る
Ｚ
Ｅ

Ｂ
レ
デ
ィ
以
上
を
求
め
て
い
る
が
、

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
る
の
か
。

25
％
以
下
ま
で
削
減
す
る
ニ
ア
リ
ー
Ｚ

Ｅ
Ｂ
以
上
の
水
準
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

市市　
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む

　

市
で
は
現
在
、
建
築
物
省
エ
ネ
法

で
定
め
る
国
の
基
準
を
上
回
る
Ｚ
Ｅ

Ｂ
レ
デ
ィ
を
目
標
基
準
と
し
て
い
る
。

今
後
の
技
術
革
新
の
状
況
や
、
基
準

の
引
き
上
げ
な
ど
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
む
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
今
後
の
姿
は

　

市
は
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
つ

い
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
を
形
成
す
る
と
し
て
い
る
。

今
後
あ
る
べ
き
、
目
指
す
べ
き
姿
は
。

市市　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
貢
献
し
地
域
経
済
発
展
に
つ
な
げ
る

　

水
素
な
ど
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

受
け
入
れ
・
供
給
拠
点
と
な
る
、
Ｃ
Ｏ

２
を
原
料
と
す
る
化
学
品
製
造
な
ど

炭
素
循
環
を
進
め
る
、
Ｅ
Ｖ
の
製
造

な
ど
脱
炭
素
に
資
す
る
製
品
・
素
材

の
生
産
・
供

給
を
行
う
な

ど
、
製
造
供

給
面
か
ら
国

際
的
な
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現

に
貢
献
す
る

場
所
に
し
、

立
地
企
業
の

競
争
力
強
化

と
地
域
経
済

の
発
展
に
つ

な
げ
る
。

継
続
し
て
活
動
す
る
自
主
防
災

組
織
に
資
機
材
の
提
供
を

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
時
に
資
機

材
の
提
供
が
あ
る
が
、
活
動
を
続
け

る
組
織
に
は
10
年
目
、
20
年
目
に
も

提
供
す
る
な
ど
、
頑
張
る
組
織
を
さ

ら
に
応
援
し
元
気
を
与
え
て
ほ
し
い
。

市市　
活
動
促
進
に
向
け
検
討
す
る

　
現
在
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
時
、

５
年
経
過
時
、
地
区
防
災
計
画
の
作
成

時
な
ど
に
防
災
資
機
材
を
提
供
し
て

い
る
。
10
年
以
上
活
動
を
継
続
し
て

い
る
組
織
か
ら
は
、
結
成
時
に
提
供

し
た
資
機
材
の
劣
化
な
ど
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
て
い
る
。
活
動
の
さ
ら

な
る
促
進
を
図
る
た
め
、
今
後
、
防

災
資
機
材
の
提
供
を
検
討
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

小
田
川
合
流
点
付
け
替
え
工
事
の

完
了
後
は
、
合
流
点
よ
り
下
流
に

基
準
水
位
観
測
所
が
必
要
で
は

　

避
難
情
報
を
発
令
す
る
際
に
基
準

と
な
る
基
準
水
位
観
測
所
が
、
高
梁

川
で
は
現
在
酒
津
に
あ
り
、
小
田
川

と
の
新
し
い
合
流
点
の
上
流
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
に
小
田
川
合
流
点
付
け

替
え
工
事
が
完
了
す
る
が
、
完
了
後

は
、
船
穂
な
ど
合
流
地
点
よ
り
下
流

に
基
準
水
位
観
測
所
が
必
要
に
な
る

と
考
え
る
。
市
の
見
解
は
。

市市　
現
在
、
国
が
検
討
し
て
い
る

　

小
田
川
合
流
点
付
け
替
え
工
事
完

了
後
の
高
梁
川
に

お
け
る
基
準
水
位

観
測
所
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
国
が

検
討
中
と
聞
い
て

い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

真
備
復
興
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の

参
加
職
員
に
手
当
を
支
払
う
の
か

　

８
月
に
開
催
し
た
真
備
復
興
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
自
主
的
に
参
加

し
た
職
員
も
い
る
中
、
各
所
属
に
参

加
を
割
り
当
て
、
応
じ
た
職
員
に
手

当
を
支
払
う
と
い
う
の
は
事
実
か
。

市市　
公
務
上
有
益
と
考
え
て
い
た
が
、

再
検
討
し
手
当
の
対
象
と
は
し
な
い

　

当
初
、
真
備
の
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
考
え
る
う
え
で
有
益

と
考
え
、
各
所
属
の
職
員
に
業
務
と

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
を
依

頼
し
た
。
し
か
し
、
議
員
の
意
見
も

踏
ま
え
再
検
討
し
た
結
果
、
今
ま
で

ど
お
り
自
主
的
な
参
加
と
し
、
手
当

の
対
象
と
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

６

防
災
・
総
務

新
政
ク
ラ
ブ

瀧
本
　
　
寛

新
風
く
ら
し
き

日
向
　
　
豊

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

未
来
ク
ラ
ブ

原
田
　
龍
五

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

水島コンビナートをカーボンニュートラル実現に貢献する場所に



件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

令和５年度倉敷市一般会計補正予算（第４号）
　エネルギー価格・物価高騰対策として、水道料金の基本料金１期分（２カ月分）相当額を市が負担
して家庭や企業への経済支援を行う経費、食料品価格高騰の影響を受ける子育て世帯の負担軽減のた
め小中学校等給食費の１カ月分を市が負担する経費、飼料価格高騰の影響を受ける市内畜産農家の負
担軽減のための補助金、浸水対策として河川、水路、排水機場、ため池の改修などを行う経費など、
約９４億７，６００万円の増額を計上。
　また、適正な工期を確保するための繰越明許費を計上するとともに、税システムを国の標準化基準
に適合したシステムへ移行するための経費や、くらしき健康福祉プラザなどの空調・照明設備の省エ
ネ改修や維持管理等を包括的に行うＥＳＣＯ事業費、教室不足が見込まれる倉敷第一中学校に仮設校
舎を設置するための経費などについて債務負担行為を設定。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度倉敷市一般会計歳入歳出決算の認定について
（×のところは、倉敷駅付近連続立体交差事業費、倉敷中央学校給食共同調理場のレトルト調理用小
型高温高圧調理機などの購入費について反対。）

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

● 市長提出議案など（予算案２件、条例案８件、事件案８件、人事案１件、決算１２件、報告３件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

創ーくらしき創生クラブ　未－未来クラブ　公－公明党倉敷市議団　政－新政クラブ
風－新風くらしき　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員

○：賛成   ×：反対(　　　　　)議案等審議状況

玉島地区に建設する学校給食共同調理場を市直営で運営することを求めることについて
　学校教育法は、学校における食育の推進を目的とすると明記している。市直営で運営すれば、直接
責任を持って食育を進めることができる。また、民間委託は経費が削減できると言うが、その源泉は
人件費の削減である。調理員の雇用を守るためにも、市直営で運営することを求める。
（×のところは、倉敷中央学校給食共同調理場などを含めて、食育についても雇用についても大きな
問題になっていない、国から民間活力の導入との比較検討が言われている、市直営にも民間委託にも
良い点悪い点があり検討が必要などとして反対）

不採択 × × × × × 〇 × ×

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

インボイス制度の実施中止を求める意見書の提出について
　小規模事業者への過剰な負担、高いシステム導入コスト、情報漏えいやプライバシー侵害が懸念さ
れるなどの理由から、インボイス制度の実施中止を強く求める。
（×のところは、事業者にとってもメリットがある、導入までに６年の猶予期間がある、レジの導入
費用などに補助金があるなどとして反対）

不採択 × × × × × 〇 × ×

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引上げを図るための２０２４年度政府予算に係る意
見書の提出について（内容は下記の議員提出議案に記載しています。） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

倉敷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正について
　議会の議員が刑事事件の被疑者または被告人として逮捕などの処分を受けた場合に、逮捕などの処
分の期間に係る議員報酬および期末手当の支給を停止するため、条例を改正するもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

倉敷市議会政務活動費の交付に関する条例の改正について
　基準日において議会の議員が刑事事件の被疑者または被告人として逮捕などの処分を受けている
ときに政務活動費を交付しないこととするため、条例を改正するもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引上げを図るための２０２４年度政府予算に係る意
見書の提出について
　２０２４年度政府予算編成において、中学校での３５人学級を早急に実現し、また、３０人学級な
どさらなる少人数学級について検討すること、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を
推進すること、少人数学級実施のための加配を削減しないこと、教職員の処遇改善に必要な財政措置
を講じること、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げることが実現
されるよう強く要望する。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

塩津学議員に対する議員辞職勧告決議について
　塩津　学議員は令和５年８月、恐喝未遂容疑で逮捕、起訴された。いささかも政治不信を招いては
ならない市議会議員として決して許される状況ではない。市議会の品位は大きく傷つけられ、市民の
信頼は失墜している。塩津　学議員は、その政治的・道義的責任を免れることはできず、今後の司法
の結論は別に置き、事態の重大さを真摯に受け止めなければならない。これ以上、議員の立場にあり
続けることは、市民感情からも許されるものではない。よって塩津　学議員に対し、速やかにその職
を辞することを勧告する。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

● 議員提出議案

　　　　　　７



〔全会計共通〕
   ＊甚大な被害を受けた真備地区においては、被災者が一刻も早く、安心した生活を取り戻せるよう真備地区復興計画を着実に推進していくと
　   ともに、他地区においても、市民の生命・財産を守る防災・減災対策を中心とする公共事業の確実な遂行に努められたい。
   ＊各種未収金の収納について努力を続けられているが、引き続き、財源の確保および負担の公平性の見地から、確実な収納に努められたい。

〔一般会計〕
   ＊県営工事負担金に係る本市への負担金のうち、都市計画事業の負担率について、県内他市と同じ水準の１００分の３０に軽減するよう県に
　   強く要望されたい。
   ＊国、県補助の確保に積極的に努めるとともに、事業の計画・推進に当たっては、限られた財源を効率的に活用されたい。
   ＊県の医療費公費負担補助事業の補助率は、全国の中核市で最低の補助率であり、県内他市と同じ水準の２分の１へ戻すよう県に強く要望さ
   　れたい。
   ＊全ての学校園の必要な箇所へのエアコン設置を、一日も早く実現できるよう努められたい。

〔特別会計〕
   （国民健康保険）
   ＊国民健康保険の安定的な事業運営に向けて、県内他市とも連携を図り、国および県に対し財政措置の拡充を求めるなど、必要な財源確保に
  　 努められたい。
   ＊国保特定健診について、さまざまな対策の実施により、受診率は向上しているが、その趣旨が一層理解されるよう周知に努め、さらなる受
  　 診率の向上に向け、引き続き努力されたい。
   （介護保険）
   ＊減免制度および調整交付金について、地方の実態を反映した介護保険制度の見直しを国に対し申し入れされたい。
   ＊地域密着型特別養護老人ホームなどの施設の整備や支援の充実など、必要なサービスを必要な時に受けられる体制の整備をすすめ、待機者
   　が解消されるよう、関係機関に強く申し入れされたい。
   （後期高齢者医療）
   ＊後期高齢者医療制度の円滑な運営を図るため、保険料の上昇を抑制する措置を継続するとともに、国の責任において十分な財政措置を講じ
   　ることを申し入れされたい。

 ● 予算決算委員会からの意見　

　令和４年度の倉敷市一般会計、特別会計、財産区会計、企業会計の各決算について、令和５年９月１4 日・15 日・20 日・22 日・
２７日の５日間にわたり予算決算委員会で審査を行い、９月２９日の本会議において、次のとおり意見を付して認定しました。令和４年度 決算

　９月２７日（水）、ハラスメント防止コンサルタント・特定社会保険労務士の
橋本　由利子講師を迎え、「地方議会におけるハラスメントについて」をテーマ
に、議員研修会を開催しました。
　実際に起こった事例を題材に、ハラスメントへの対処法、ハラスメントをな
くすための方法について説明があり、質疑応答での議員からの質問にも丁寧に
回答をしていただきました。

議員研修会を開催しました議員研修会を開催しました

※正式には開会予定日の 1 週間前に開催される議会運営委員会で決まります。

月 日 ( 曜日 ) 会議日程

12

４ ( 月 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
８ ( 金 )、11 ( 月 ) 

12 ( 火 ) 本会議：質問

13 ( 水 ) 本会議：質問
委員会：予算決算

14 ( 木 ) 委員会（予算決算分科会）
：保健福祉 ･ 環境水道

15 ( 金 ) 委員会（予算決算分科会）
：市民文教 ･ 文化産業

18 ( 月 ) 委員会（予算決算分科会）
：総務 ･ 建設消防

20 ( 水 ) 委員会：予算決算
22 ( 金 ) 本会議：委員長報告 ､ 議決 ､ 閉会

　塩津　学議員の逮捕を受け、７名の議員から議員政治倫理条
例第４条の規定に基づく審査請求書が提出されました。 
　これらの審査・報告などを行うために議員政治倫理審査特別
委員会が設置されました。

委員長　　藤井　昭佐
副委員長　日向　　豊
委員　　　荒木　竜二　  大橋　　賢  　梶田　省三
　　　　　塩津　孝明　  末田　正彦

議員政治倫理審査特別委員会が設置されました

無 会 派

秋田　安幸
塩津　　学

※

新　　風
くらしき
芦田　泰宏
尾﨑　勝也
日向　　豊
平井　俊光
中島　光浩

【          】未来クラブ【          】
赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
中西　公仁
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
時尾　博幸
難波　朋裕
藤原　薫子
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団
末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団
生水　耕二
梶田　省三
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 青空市民
ク ラ ブ
小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】

議長のため採決に加わらず

新政クラブ【          】 【          】

（無会派：会派に属さない議員）

※
今期定例会欠席

８

本会議・委員会の傍聴については、
市議会ホームページをご覧ください。

倉敷市議会 第４回定例会日程 ( 予定 )

市議会からのお知らせ


